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全
体
で
296
万
１
千
円
。
人
件
費

に
関
し
て
は
、緊
急
雇
用
者
４
名
、

庭
師
１
名
で
214
万
２
千
円
。
通
常

の
管
理
は
、
例
年
、
宅
地
を
囲
む

生
け
垣
の
木
々
の
剪
定
を
し
て
い

る
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
利
用
助
成
金
の
詳
細
と
対

象
者
の
現
状
は
。

　

小
学
生
以
下
16
名
を
対
象
。

　

東
日
本
大
震
災
で
愛
西
市
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
。
保

育
園
の
対
象
者
以
外
に
つ
い
て
の

支
援
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
安
心
し

て
過
ご
し
て
も
ら
う
。
利
用
に
当

た
り
、
被
災
者
支
援
の
一
環
と
し

て
市
が
利
用
者
負
担
の
全
額
を
補

助
す
る
。

　

被
災
地
の
支
援
に
つ
い
て
区
分

け
を
し
て
説
明
を
。

　

消
防
士
の
派
遣
に
お
い
て
放
射

性
物
質
の
対
策
は
。

　

被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
す
る
場

合
、
人
件
費
や
物
件
費
は
、
特
別

交
付
税
措
置
が
と
ら
れ
る
。

　

消
防
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
最
初
の
３
次
隊
に
つ
い
て
は

消
火
隊
等
を
後
方
支
援
隊
で
出

動
。
そ
れ
以
降
の
５
次
隊
か
ら
16

次
隊
ま
で
を
後
方
支
援
隊
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
出
動
。
合
計
43
名
の

職
員
が
出
た
。

　

放
射
能
対
策
と
し
て
は
、
線
量

計
を
携
行
。
バ
ッ
ジ
も
携
行
し
て

い
る
。
バ
ッ
ジ
県
に
渡
す
。
３
日

か
４
日
の
活
動
で
最
高
で
0
・
061

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
安
全
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。

　

理
科
支
援
員
の
配
置
事
業
に
つ

い
て
、
愛
西
市
の
今
ま
で
の
実
績

は
。
実
験
観
察
の
内
容
を
具
体
的

に
。

　

平
成
19
年
度
永
和
小
、
平
成
20

年
度
佐
屋
小
、昨
年
度
西
川
端
小
、

本
年
佐
屋
西
小
で
実
施
。

　

具
体
的
な
実
験
の
内
容
は
、
昨

年
度
の
西
川
端
小
で
、
リ
ト
マ
ス

試
験
紙
を
使
っ
た
色
の
変
化
の
実

験
で
マ
ジ
ッ
ク
を
見
て
い
る
か
の

よ
う
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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弁

質
　
疑

答
　
弁

が
必
要
。
ま
た
、
自
治
体
が
失
業

者
の
雇
用
や
地
域
の
雇
用
確
保
を

は
か
る
必
要
が
あ
る
。
住
民
が
平

和
で
安
心
し
て
く
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
必
要
な
要
望
で
あ
り
賛

成
。

　

税
の
使
い
方
、
税
の
あ
り
方
を

考
え
た
と
き
に
疑
問
が
残
る
。
ま

た
、
必
要
な
人
員
は
、
財
政
が
厳

し
い
折
、
非
正
規
職
員
で
も
十
分

市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
。
ま
た
、
時
間
給

１
千
円
以
上
を
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
と
す
る
こ
と
は
理
想
で
は
あ

る
が
、
今
の
経
済
情
勢
か
ら
見
て

議
論
の
余
地
が
あ
り
、
こ
の
陳
情

に
は
反
対
。

　

年
収
200
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
時
給
１
千
円
以
上
、
月
額

16
万
円
以
上
が
必
要
で
、
そ
の
確

保
の
た
め
に
公
契
約
条
例
や
労
働

条
件
を
含
む
総
合
評
価
入
札
制
度

賛
成
討
論 討

　
論

討
　
論

働
く
者
の
権
利
を
守
り
、

住
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
、
憲
法
擁
護
・
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
求
め
る

陳
情

反
対
討
論

「
教
育
基
本
法
」「
学
校
教
育

法
」の
改
正
、「
学
習
指
導
要

領
」
の
全
面
改
訂
に
基
づ
い

た
教
科
書
採
択
が
さ
れ
る
よ

う
教
育
委
員
会
へ
の
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

教
科
書
は
、
こ
の
国
の
将
来
を

背
負
っ
て
立
つ
青
少
年
に
、
価
値

観
の
土
台
と
な
る
歴
史
観
や
国
家

観
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
外

国
の
干
渉
に
よ
っ
て
教
科
書
採
択

が
左
右
さ
れ
る
事
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い

教
育
基
本
法
や
学
習
指
導
要
領
に

の
っ
と
っ
て
、
教
科
書
が
き
ち

ん
と
書
か
れ
て
い
る
か
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
あ
る
。

　

陳
情
の
提
出
団
体
は
特
定
の
出

版
社
の
教
科
書
と
関
わ
り
が
あ

り
、
改
正
教
育
基
本
法
や
改
訂
学

習
指
導
要
領
に
そ
っ
て
行
わ
れ
、

法
に
基
づ
い
た
教
科
書
採
択
が
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ

え
て
提
出
し
て
き
た
陳
情
を
、
議

会
が
採
択
す
る
事
は
、
教
育
委
員

会
に
特
定
の
方
向
で
圧
力
を
か
け

る
事
に
な
り
か
ね
な
い
。

反
対
討
論

賛
成
討
論


